
平
成
十
八
年
度
協
力
金
収
入

四
八

、
七
三
〇
千
円

収
入
は

、
今
後
の
ヤ
ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
と
白
谷
雲
水
峡
の
整
備

資
金
と
な
る
予
定
で
す

。

ま
た

、
治
山
事
業
で
も
自
然

休
養
林
内
の
事
業
を
施
設
し
て

お
り
ま
す

。

森
林
教
育
及
び
普
及
啓
発

（
リ
ー

フ
レ

ッ
ト
・
チ
ケ

ッ

ト
印
刷
等

）八

、
五
○
四
千
円

合
計

四
四

、
七
一
九
千
円

⑤

そ
の
他

三
八
〇
千
円

委
託
請
負
金

（
協
力
金
収
受

業
務
等

）二
四

、
三
八
九
千
円

施
設
整
備

（
観
察
路
補
修

、

看
板
作
設
等

）

九

、
一
四
二
千
円

②

森
林
整
備

、
環
境
保
全

（
枯

損
木
処
理
,
弥
生
杉
診
断

等

）

二

、
三
○
四
千
円

④ ③

ﾔｸﾀﾈｺﾞﾖｳの稚樹は、当年生稚樹が3本あった(内1本はﾌﾟﾛｯﾄ
外）が、2年生以上の稚樹は1本もなかった。

このﾌﾟﾛｯﾄは周辺を含め、ｲｽﾉｷーｻｸﾗﾂﾂｼﾞ群集で、特徴的な樹
種として、このﾌﾟﾛｯﾄ付近からｽｷﾞやﾔﾏｸﾞﾙﾏ、ﾋﾒｼｬﾗなどが稀であ
るが出現し始める。このﾌﾟﾛｯﾄ周辺も過去に薪炭利用された形跡
がみられることにより、過去に人為的利用された二次林である。

④草本層（優占種：ﾀｲﾐﾝﾀﾁﾊﾞﾅ）は、木本がﾀｲﾐﾝﾀﾁﾊﾞﾅ、ｻｸﾗﾂﾂ
ｼﾞなどで、草本がﾐﾔﾏｳｽﾞﾗ、ﾖｺﾞﾚｲﾀﾁｼﾀﾞ、ｼｼﾗﾝなどである。植被
率は11%である。

約
五
ｍ

、
推
定
樹
齢
約
一
〇
〇

〇
年

）
が
折
損
・
落
下
す
る
天

災
が
発
生
し
ま
し
た

。
屋
久
島

森
林
管
理
署
で
は

、
職
員
等
に

よ
る
森
林
パ
ト
ロ
ー

ル
や
登
山

者
の
マ
ナ
ー

向
上
の
指
導
等
を

強
化
す
る
と
と
も
に

、
今
般

、

縄
文
杉
周
辺
の
監
視
強
化
等
を

目
的
と
し
て
ｗ
ｅ
ｂ
カ
メ
ラ
を

設
置
し
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
縄
文

杉
の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た

。
な
お

、
画
像
の
一

部
を
九
州
森
林
管
理
局
ホ
ー

ム

ペ
ー

ジ
の

「
屋
久
島
の
森

」
で

一
般
公
開
し
て
い
ま
す
の
で

、

ご
覧
下
さ
い

。

①高木層（優占種：ﾔｸﾀﾈｺﾞﾖｳ）は、9本のﾔｸﾀﾈｺﾞﾖｳ,5本のｲｽﾉｷ
を中心に外6種が高木層を形成している。樹高はﾔｸﾀﾈｺﾞﾖｳがお
おむね18～29m、その他は7～14mであり、ﾔｸｸﾀﾈｺﾞﾖｳが高く突
出している。胸高直径30㎝以上の太いものは、ﾔｸﾀﾈｺﾞﾖｳ以外に
は5本である。ﾔｸﾀﾈｺﾞﾖｳを含めた植被率は50%である。

②亜高木層（優占種：ｻｸﾗﾂﾂｼﾞ）は、ｻｸﾗﾂﾂｼﾞ、ﾀｲﾐﾝﾀﾁﾊﾞﾅなど
が亜高木層を形成しているがｻｸﾗﾂﾂｼﾞとﾀｲﾐﾝﾀﾁﾊﾞﾅが多い。植
被率は,高木層より若干少ない41%である。

③低木層（優占種：ﾀｲﾐﾝﾀﾁﾊﾞﾅ）は、ﾀｲﾐﾝﾀﾁﾊﾞﾅが部分的にブッ
シュ状の低木層を形成している。植被率は40%である。

西部地域におけるﾔｸﾀﾈｺﾞﾖｳ分布調査
（平成１６年度調査）

・標高560mﾔｸﾀﾈｺﾞﾖｳ群落ﾌﾟﾛｯﾄ（ﾌﾛ゚ｯﾄの植生）
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縄
文
杉
周
辺
の
監
視
の
強
化

Ｗｅｂカメラ
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屋久島生態系モニタリング

屋久島の植物

アブラギリ

世
界
遺
産
で
あ
る
屋
久
島
の

シ
ン
ボ
ル

、
縄
文
杉
に
訪
れ
る

登
山
者
は

、
年
間
約
五
万
人
と

推
定
さ
れ
て
お
り

、
そ
の
数
は

年
々
増
加
し
て
い
ま
す

。
こ
の

よ
う
な
中

、
平
成
十
七
年
五
月

に
発
生
し
た
縄
文
杉
の
樹
皮
の

剥
離
被
害
に
つ
い
て
は

、

「
悪

質
な
行
為
に
憤
り
を
覚
え
る
と

伴
に
世
界
遺
産
の
保
全
に
向
け

た
対
策
の
課
題
や
登
山
マ
ナ
ー

の
向
上
が
問
わ
れ
た

」
こ
と
な

ど

、
多
く
の
皆
様
に
は
ま
だ
ま

だ
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
と
思

い
ま
す

。
ま
た

、
同
年
一
二
月

に
は
積
雪
に
よ
り
縄
文
杉
の
枝

の
一
部

（
直
径
約
一
ｍ

、
長
さ

ｗ
ｅ
ｂ
カ
メ
ラ
の
設
置
に
ご
理
解
を

ソーラーパネル

皆
様
方
の
自
然
休
養
林
の
森

林
環
境
整
備
に
対
す
る
ご
協
力

に
対
し
ま
し
て

、
心
か
ら
お
礼

申
し
あ
げ
ま
す

。

塗り替え後の縄文杉展望デッキ

屋
久
島
巨
木
保
全
協
議
会
で

は

、
縄
文
杉
展
望
デ

ッ
キ
に
お

け
る
登
山
者
の
混
雑
防
止
対
策

と
し
て
標
示
し
て
い
た
黄
色
線

の
塗
り
替
え
作
業
を

、
四
月
一

九
日
の
午
後

、
登
山
者
の
少
な

い

一

四

時

頃

か

ら

行

い

ま

し

た

。
今

年

も

ゴ

ー

ル

デ

ン

ウ
ィ
ー

ク
期
間
中
等
大
勢
の
登

山
者
で

、
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
が

、
相
互
の
譲
り
合
い
等
で

混
雑
解
消
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す

。
ち
な
み
に

、
昨
年
は

五
月
四
日
が
八
九
三
人
で
最
多

数
の
登
山
者
と
な

っ
て
お
り
ま

す

。

①
中
国
原
産
の
落
葉
高
木

。
種
子

か
ら
桐
油
を
と
る
た
め
に

、
江
戸

時
代
に
も
ち
こ
ま
れ

、
鹿
児
島
県

本
土
で
も
各
地
に
見
ら
れ
る

。
屋

久
島
で
は
林
内
の
各
地
に
大
木
が

あ
る

。
５
月
上
旬
か
ら
林
道
脇
の

木

に

白

い

大

盛

の

花

を

咲

か

せ

る

。
秋
に
は
直
径
二
～

三
㎝
の
果

実
が
成
熟
し

、
中
に
三
個
の
種
子

を
お
さ
め
て
い
る

。
花
期
は
五
～

六
月
果
期
八
～

九
月

（とうだいぐさ科）

縄
文
杉
展
望
デ

ッ
キ
標
示
区
分
の
塗
り
替
え

平
成
一
七
年
度
協
力
金
の
公
表
に
つ
い
て

森
林
環
境
整
備
事
業
に
使
用
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た

。

平
成
一
七
年
度
の
拠
出
内
訳

は
次
の
と
お
り
で
す

。

森
林
環
境
整
備
協
力
金
制
度

は

、
ヤ
ク
ス
ギ
ラ
ン
ド
で
は
平

成
五
年
四
月

、
白
谷
雲
水
峡
で

は

、
平
成
八
年
四
月
か
ら
導
入

し

、
ご
協
力
頂
い
て
い
ま
す

。

協
力
金
は

、
そ
の
全
て
を
ヤ
ク

ス
ギ
ラ
ン
ド
と
白
谷
雲
水
峡
の



◆

◎
ア
イ 植生等回復措置（永田岳登山道周辺）
ウ 生態系モニタリング調査
エ 民間協力の推進

◎ 天然性林管理水準確保緊急対策事業
ア 森林保護員の雇用によるきめ細かな保全管理
イ 入込利用者への指導・啓発

◎
ア 雨量観測
イ 写真映像による調査（環境省との共同調査を実施、森林
総合研究所九州支所との共同調査について実施）

◎
ア 森林生態系保護地域等の森林パトロールを実施
イ 縄文杉Ｗｅｂカメラの管理

◆

◆

◎ 森林教育等の実施（他機関主催森林教室等への協力）

◎ 特定森林整備事業（森林環境整備推進協力金による整備）

◎

◎

◆

◎

◎ 学術調査研究等に係る入林手続きの接受及び指導等

◎ 広報誌「洋上アルプス」の発行及び年報の作成

◎

『洋上アルプスNO.146号裏面』屋久島森林環境保全センター

山 腹 工

区 分

※［ ］翌債、〈 〉は明許分

［ ３ ］

自然休養林内等での指導パトロールの実施

屋久島レクリェーションの森保護管理協議会への助言・指導

資料等の整備・拡充

関係機関との連絡調整

〈 22 〉

下 刈

除 伐［ １ ］

［ 56 ］ 18Ha

６ 基 〈 〉
［ 17 ］

その他

モニタリング

治山事業

谷 止 工

本数調整伐

１８年度観察道の補修（ﾔｸｽｷﾞﾗﾝﾄﾞ）

20Ha

18年度屋久町内小学生の森林教室

屋 久 島 森 林 環 境 保 全 セ ン タ ー

平 成 １ ９ 年 度 業 務 予 定

面積

18年度植生回復措置（ﾛｰｿｸ岩付近）

18年度森林保護員による指導・啓発

森林生態系保護

箇所数
（面積） ［ 21 ］

世界自然遺産保全緊急対策事業

保安林改良事業の内訳
作 業 種

屋久杉樹勢回復措置（縄文杉）

その他

［ 37 ］
〈 35 〉

〈 57 〉
38Ha

保安林改良事業

普及教育及び森林空間総合利用等


